
教育支援センターのご案内
（相談指導教室）

文部科学省等では不登校の子供や学校生活に不安を感じる生徒
を対象とした公的機関を「教育支援センター（適応指導教室）」と
表記していますが、相模原市ではこの役割を果たす施設のこと
を「相談指導教室」と呼んでいます。



さまざまな要因により、⾧期にわたる渋り等で本人が困りご
とを抱えている児童生徒や、学校を⾧期にわたり欠席してい
る児童生徒に対し、学校とは違う環境で学習支援や小集団活
動、個別支援を行うことで個々の状況に応じた学校復帰や社
会的自立を目指すところです。

また、令和５年５月からは起立性調節障害等により、10時か
らの開室時間に通室が困難な児童生徒を対象にした教育支援
センター（相談指導教室）「シリウス」が開設されています。

教育支援センター（相談指導教室）
ってなんですか?



【市内の教育支援センター（相談指導教室）】
小学校教育支援センター（相談指導教室）「いずみ」「すばる」
中学校教育支援センター（相談指導教室）「大地」「銀河」「若葉」
小学校および中学校教育支援センター（相談指導教室）
「はるばやし」「かつら」「シリウス」があります。



教育支援センター（相談指導教室）
ってどんなところ?





教育支援センター（相談指導教室）
【対象児童生徒】

相模原市立小・中学校・義務教育学校に在籍
している児童生徒および本市在住で本市の学校
以外の義務教育諸学校に在籍する児童生徒が対
象です。

なお、小学生の通室に関しては、保護者に送
迎をお願いしています（※「シリウス」は、中
学生についても17時以降に通室する場合や、
帰る際には送迎をお願いしております）。



午前の活動

昼食・昼休み

午後の活動

学習活動 体験活動 自己表現
活動 小集団活動

10:00 15:00



一日の活動

学習活動 体験活動 小集団活動

15:30 18:30







お申し込みフォーム



教育支援センターでは、通常の開室日の利用について、出欠の連絡は特に必要あ
りません。（校外学習等の外出を伴う活動日や、調理実習の時など出欠席の連絡
をお願いする日もあります。）通室時間についても、一人ひとり無理のない時間
から通室をスタートすることができます。

通室開始時は週に１回を目標にしていたけれど、少しずつ慣れてきて、通室回数
が増えてくる場合や、あらかじめ通室する曜日を決めることで生活リズムを整え
ていく場合など、通室生の状況に合わせてご利用いただいています。






